
（1）　平成30年３月23日　金曜日 号外第８号宮　　城　　県　　公　　報

目　
　

次

 

ペ
ー
ジ

規　
　
　

則

〇
事
務
処
理
の
特
例
に
関
す
る
条
例
に
基
づ
き
市
町
村
が
処
理
す
る
事
務
の
範
囲
を
定

　

め
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

（
市
町
村
課
）　
　

一

〇
住
民
基
本
台
帳
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

（　
　

同　
　

）　
　

二

〇
青
少
年
健
全
育
成
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

（
共
同
参
画
社
会
推
進
課
）　
　

二

〇
軽
費
老
人
ホ
ー
ム
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
施
行
規
則

　

の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

（
長
寿
社
会
政
策
課
）　
　

二

〇
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
施
行
規
則
の
一

　

部
を
改
正
す
る
規
則 

（　
　

同　
　

）　
　

二

〇
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
施
行
規
則

　

の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 
（　
　

同　
　

）　
　

三

〇
介
護
医
療
院
の
施
設
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
施
行
規
則 

（　
　

同　
　

）　
　

三

〇
介
護
老
人
保
健
施
設
の
人
員
、
施
設
及
び
設
備
並
び
に
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め

　

る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

（　
　

同　
　

）　
　

四

〇
指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
等
を
定
め
る
条

　

例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

（　
　

同　
　

）　
　

四

〇
指
定
介
護
療
養
型
医
療
施
設
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条

　

例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

（　
　

同　
　

）　
　

五

〇
指
定
居
宅
介
護
支
援
等
の
事
業
の
人
員
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
等
を
定
め
る
条
例

　

施
行
規
則
を
廃
止
す
る
規
則 

（　
　

同　
　

）　
　

五

人
事
委
員
会

〇
人
事
委
員
会
規
則
七
―
二
（
特
殊
勤
務
手
当
）
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

六

〇
人
事
委
員
会
規
則
七
―
十
六
（
給
料
の
調
整
額
）
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

六

〇
人
事
委
員
会
規
則
七
―
十
八
（
管
理
職
手
当
）
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

六

〇
人
事
委
員
会
規
則
七
―
三
十
一
（
給
料
表
の
適
用
範
囲
）
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

七

〇
人
事
委
員
会
規
則
七
―
三
十
三
（
初
任
給
、
昇
格
、
昇
給
等
の
基
準
）
の
一
部
を
改

　

正
す
る
規
則 

七

〇
人
事
委
員
会
規
則
七
―
三
十
九
（
へ
き
地
手
当
等
）
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

一
〇

〇
人
事
委
員
会
規
則
七
―
四
十
五
（
災
害
派
遣
手
当
）
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

一
〇

〇
人
事
委
員
会
規
則
七
―
六
十
二
（
特
地
勤
務
手
当
等
）
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

一
〇

〇
人
事
委
員
会
規
則
七
―
百
三
十
五
（
職
員
の
退
職
手
当
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

　

正
す
る
条
例
附
則
第
二
項
及
び
第
四
項
に
規
定
す
る
規
則
で
定
め
る
額
）
の
一
部
を

　

改
正
す
る
規
則 

一
一

〇
人
事
委
員
会
規
則
七
―
百
三
十
九
（
給
料
の
切
替
え
に
伴
う
経
過
措
置
）
を
廃
止
す

　

る
規
則 

一
一

〇
人
事
委
員
会
の
権
限
（
給
料
の
切
替
え
に
伴
う
経
過
措
置
）
の
一
部
委
任
を
廃
止
す

　

る
告
示 

一
一

規　
　
　

則

　

事
務
処
理
の
特
例
に
関
す
る
条
例
に
基
づ
き
市
町
村
が
処
理
す
る
事
務
の
範
囲
を
定
め
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る

規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

平
成
三
十
年
三
月
二
十
三
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

〇
宮
城
県
規
則
第
二
十
二
号

　
　
　

 

事
務
処
理
の
特
例
に
関
す
る
条
例
に
基
づ
き
市
町
村
が
処
理
す
る
事
務
の
範
囲
を
定
め
る
規
則
の
一
部
を
改
正

す
る
規
則

　

事
務
処
理
の
特
例
に
関
す
る
条
例
に
基
づ
き
市
町
村
が
処
理
す
る
事
務
の
範
囲
を
定
め
る
規
則
（
平
成
十
二
年
宮
城

県
規
則
第
六
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

第
二
条
の
表
七
の
項
中
「
三
十
四
の
二
の
項
」
を
「
三
十
四
の
項
」
に
改
め
る
。

　
　
　

附　

則

　

こ
の
規
則
は
、
平
成
三
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　
　
　

 

　
　
　
　

　

住
民
基
本
台
帳
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。
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平
成
三
十
年
三
月
二
十
三
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

〇
宮
城
県
規
則
第
二
十
三
号

　
　
　

住
民
基
本
台
帳
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

住
民
基
本
台
帳
法
施
行
細
則
（
平
成
十
四
年
宮
城
県
規
則
第
九
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

第
十
二
条
第
一
項
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

　

四 　

特
別
支
援
学
校
等
へ
の
就
学
の
た
め
必
要
な
経
費
（
特
別
支
援
学
校
へ
の
就
学
奨
励
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二

十
九
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
に
よ
る
も
の
を
除
く
。）
の
算
定
に
必
要
な
資
料
の
受
理
、
そ
の
資
料
に
係
る
事

実
に
つ
い
て
の
審
査
又
は
そ
の
資
料
の
提
出
に
対
す
る
応
答

　
　
　

附　

則

　

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　
　
　

 

　
　
　
　

　

青
少
年
健
全
育
成
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

平
成
三
十
年
三
月
二
十
三
日

 
宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

〇
宮
城
県
規
則
第
二
十
四
号

　
　
　

青
少
年
健
全
育
成
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

青
少
年
健
全
育
成
条
例
施
行
規
則
（
昭
和
五
十
二
年
宮
城
県
規
則
第
六
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

第
一
条
の
二
第
一
項
中
「
第
十
六
条
の
二
第
二
項
」
を
「
第
十
六
条
の
二
第
一
項
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
及
び
第

二
号
を
削
り
、
同
項
第
三
号
中
「
平
成
二
十
年
法
律
第
七
十
九
号
」
の
下
に
「
。
以
下
「
青
少
年
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環

境
整
備
法
」
と
い
う
。」
を
加
え
、「
第
十
七
条
第
一
項
た
だ
し
書
」
を
「
第
十
五
条
た
だ
し
書
」
に
、「
書
面
」
を
「
書

面
又
は
電
磁
的
記
録
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
一
号
と
し
、
同
項
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

　

二 　

保
護
者
が
青
少
年
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
整
備
法
第
十
六
条
た
だ
し
書
の
申
出
を
す
る
と
き
は
、
携
帯
電
話
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
役
務
提
供
事
業
者
等
に
対
し
、
条
例
第
十
六
条
の
三
第
三
項
に
規
定
す
る
書
面
又
は
電
磁
的

記
録
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
。

　

第
一
条
の
二
第
二
項
中
「
第
十
六
条
の
二
第
三
項
」
を
「
第
十
六
条
の
二
第
二
項
」
に
改
め
る
。

　

第
一
条
の
三
第
二
項
中
「
第
十
六
条
の
三
第
一
項
」
の
下
に
「
及
び
第
三
項
」
を
加
え
る
。

　

別
表
第
一
仙
台
勤
労
者
職
業
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
項
中
「
仙
台
勤
労
者
職
業
福
祉
セ
ン
タ
ー
」
を
「
仙
台
サ
ン
プ
ラ
ザ

ホ
ー
ル
」
に
改
め
、
同
表
石
巻
市
民
会
館
の
項
を
削
る
。

　

別
表
第
二
仙
台
市
泉
岳
少
年
自
然
の
家
の
項
中
「
仙
台
市
泉
岳
少
年
自
然
の
家
」
を
「
仙
台
市
泉
岳
自
然
ふ
れ
あ
い

館
」
に
改
め
る
。

　
　
　

附　

則

　

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　
　
　

 

　
　
　
　

　

軽
費
老
人
ホ
ー
ム
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に

公
布
す
る
。

　
　

平
成
三
十
年
三
月
二
十
三
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

〇
宮
城
県
規
則
第
二
十
五
号

　
　
　

軽
費
老
人
ホ
ー
ム
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

軽
費
老
人
ホ
ー
ム
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
施
行
規
則
（
平
成
二
十
五
年
宮
城
県
規
則
第
三

十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

第
九
条
第
九
項
第
一
号
中
「
介
護
老
人
保
健
施
設
」
の
下
に
「
又
は
介
護
医
療
院
」
を
加
え
る
。

　

第
十
五
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

　

（
身
体
的
拘
束
等
の
適
正
化
を
図
る
た
め
の
措
置
）

第
十
五
条
の
二　

条
例
第
八
条
第
三
項
の
規
則
で
定
め
る
措
置
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

　

一 　

身
体
的
拘
束
等
の
適
正
化
の
た
め
の
対
策
を
検
討
す
る
委
員
会
を
三
月
に
一
回
以
上
開
催
す
る
と
と
も
に
、
そ

の
結
果
に
つ
い
て
、
介
護
職
員
そ
の
他
の
従
業
者
に
周
知
徹
底
を
図
る
こ
と
。

　

二　

身
体
的
拘
束
等
の
適
正
化
の
た
め
の
指
針
を
整
備
す
る
こ
と
。

　

三　

介
護
職
員
そ
の
他
の
従
業
者
に
対
し
、身
体
的
拘
束
等
の
適
正
化
の
た
め
の
研
修
を
定
期
的
に
実
施
す
る
こ
と
。

　
　
　

附　

則

　

こ
の
規
則
は
、
平
成
三
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　
　
　

 

　
　
　
　

　

養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に

公
布
す
る
。

　
　

平
成
三
十
年
三
月
二
十
三
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

〇
宮
城
県
規
則
第
二
十
六
号

　
　
　

養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
施
行
規
則
（
平
成
二
十
五
年
宮
城
県
規
則
第
三

十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

第
十
条
第
十
項
中
第
三
号
を
第
四
号
と
し
、
第
二
号
を
第
三
号
と
し
、
第
一
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。
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二　

介
護
医
療
院　

栄
養
士
又
は
調
理
員
、
事
務
員
そ
の
他
の
従
業
者

　

第
十
三
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

　

（
身
体
的
拘
束
等
の
適
正
化
を
図
る
た
め
の
措
置
）

第
十
三
条
の
二　

条
例
第
九
条
第
三
項
の
規
則
で
定
め
る
措
置
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

　

一 　

身
体
的
拘
束
等
の
適
正
化
の
た
め
の
対
策
を
検
討
す
る
委
員
会
を
三
月
に
一
回
以
上
開
催
す
る
と
と
も
に
、
そ

の
結
果
に
つ
い
て
、
支
援
員
そ
の
他
の
従
業
者
に
周
知
徹
底
を
図
る
こ
と
。

　

二　

身
体
的
拘
束
等
の
適
正
化
の
た
め
の
指
針
を
整
備
す
る
こ
と
。

　

三　

支
援
員
そ
の
他
の
従
業
者
に
対
し
、
身
体
的
拘
束
等
の
適
正
化
の
た
め
の
研
修
を
定
期
的
に
実
施
す
る
こ
と
。

　
　
　

附　

則

　

こ
の
規
則
は
、
平
成
三
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　
　
　

 

　
　
　
　

　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ

こ
に
公
布
す
る
。

　
　

平
成
三
十
年
三
月
二
十
三
日

 
宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

〇
宮
城
県
規
則
第
二
十
七
号

　
　
　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
施
行
規
則
（
平
成
二
十
五
年
宮
城
県
規
則

第
三
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

第
五
条
中
第
七
号
を
第
八
号
と
し
、
第
六
号
を
第
七
号
と
し
、
第
五
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

　

六　

緊
急
時
等
に
お
け
る
対
応
方
法

　

第
十
条
中
「
介
護
老
人
保
健
施
設
」
の
下
に
「
若
し
く
は
介
護
医
療
院
」
を
加
え
る
。

　

第
十
三
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

　

（
身
体
的
拘
束
等
の
適
正
化
を
図
る
た
め
の
措
置
）

第
十
三
条
の
二　

条
例
第
九
条
第
三
項
の
規
則
で
定
め
る
措
置
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

　

一 　

身
体
的
拘
束
等
の
適
正
化
の
た
め
の
対
策
を
検
討
す
る
委
員
会
を
三
月
に
一
回
以
上
開
催
す
る
と
と
も
に
、
そ

の
結
果
に
つ
い
て
、
介
護
職
員
そ
の
他
の
従
業
者
に
周
知
徹
底
を
図
る
こ
と
。

　

二　

身
体
的
拘
束
等
の
適
正
化
の
た
め
の
指
針
を
整
備
す
る
こ
と
。

　

三　

介
護
職
員
そ
の
他
の
従
業
者
に
対
し
、身
体
的
拘
束
等
の
適
正
化
の
た
め
の
研
修
を
定
期
的
に
実
施
す
る
こ
と
。

　

第
二
十
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

　

（
緊
急
時
等
の
対
応
）

第 

二
十
条
の
二　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
は
、
現
に
処
遇
を
行
っ
て
い
る
と
き
に
入
所
者
の
病
状
の
急
変
が
生
じ
た
場

合
そ
の
他
必
要
な
場
合
の
た
め
、
あ
ら
か
じ
め
、
第
九
条
第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
医
師
と
の
連
携
方
法
そ
の
他
の

緊
急
時
等
に
お
け
る
対
応
方
法
を
定
め
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

第
三
十
一
条
中
第
八
号
を
第
九
号
と
し
、
第
七
号
を
第
八
号
と
し
、
第
六
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

　

七　

緊
急
時
等
に
お
け
る
対
応
方
法

　

第
三
十
三
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

　

（
身
体
的
拘
束
等
の
適
正
化
を
図
る
た
め
の
措
置
）

第
三
十
三
条
の
二　

条
例
第
十
八
条
第
三
項
の
規
則
で
定
め
る
措
置
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

　

一 　

身
体
的
拘
束
等
の
適
正
化
の
た
め
の
対
策
を
検
討
す
る
委
員
会
を
三
月
に
一
回
以
上
開
催
す
る
と
と
も
に
、
そ

の
結
果
に
つ
い
て
、
介
護
職
員
そ
の
他
の
従
業
者
に
周
知
徹
底
を
図
る
こ
と
。

　

二　

身
体
的
拘
束
等
の
適
正
化
の
た
め
の
指
針
を
整
備
す
る
こ
と
。

　

三　

介
護
職
員
そ
の
他
の
従
業
者
に
対
し
、身
体
的
拘
束
等
の
適
正
化
の
た
め
の
研
修
を
定
期
的
に
実
施
す
る
こ
と
。

　

第
四
十
二
条
第
七
項
中
第
四
号
を
第
五
号
と
し
、
第
三
号
を
第
四
号
と
し
、
第
二
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

　

三　

介
護
医
療
院　

栄
養
士
又
は
調
理
員
、
事
務
員
そ
の
他
の
従
業
者

　

第
四
十
五
条
中
「
第
十
三
条
」
を
「
第
十
三
条
の
二
」
に
改
め
る
。

　

第
四
十
九
条
中
「
第
三
十
三
条
」
の
下
に
「
、
第
三
十
三
条
の
二
」
を
加
え
る
。

　

附
則
第
七
項
か
ら
第
九
項
ま
で
の
規
定
中
「
平
成
三
十
年
三
月
三
十
一
日
」
を
「
平
成
三
十
六
年
三
月
三
十
一
日
」

に
改
め
る
。

　
　
　

附　

則

　

こ
の
規
則
は
、
平
成
三
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　
　
　

 

　
　
　
　

　

介
護
医
療
院
の
施
設
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
施
行
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

平
成
三
十
年
三
月
二
十
三
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

〇
宮
城
県
規
則
第
二
十
八
号

　
　
　

介
護
医
療
院
の
施
設
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
施
行
規
則

　

（
趣
旨
）

第 

一
条　

こ
の
規
則
は
、
介
護
医
療
院
の
施
設
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
（
平
成
三
十
年
宮
城
県
条
例
第
十
七
号
。

以
下
「
条
例
」
と
い
う
。）
の
施
行
に
関
し
必
要
な
事
項
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

　

（
施
設
）

第 

二
条　

条
例
第
三
条
に
規
定
す
る
施
設
の
基
準
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
施
設
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
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る
と
お
り
と
す
る
。

　

一　

談
話
室　

入
所
者
同
士
や
入
所
者
と
そ
の
家
族
が
談
話
を
楽
し
め
る
広
さ
を
有
す
る
こ
と
。

　

二　

食
堂　

内
法の

り

に
よ
る
測
定
で
、
入
所
者
一
人
当
た
り
一
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
の
面
積
を
有
す
る
こ
と
。

　

三　

浴
室

　
　

イ　

身
体
の
不
自
由
な
者
が
入
浴
す
る
の
に
適
し
た
も
の
と
す
る
こ
と
。

　
　

ロ　

一
般
浴
槽
の
ほ
か
、
入
浴
に
介
助
を
必
要
と
す
る
者
の
入
浴
に
適
し
た
特
別
浴
槽
を
設
け
る
こ
と
。

　

四 　

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
・
ル
ー
ム　

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
た
め
に
十
分
な
広
さ
を
有
し
、
必
要
な
設
備
を

備
え
る
こ
と
。

　

五　

洗
面
所　

身
体
の
不
自
由
な
者
が
利
用
す
る
の
に
適
し
た
も
の
と
す
る
こ
と
。

　

六　

便
所　

身
体
の
不
自
由
な
者
が
利
用
す
る
の
に
適
し
た
も
の
と
す
る
こ
と
。

２ 　

前
項
各
号
に
掲
げ
る
施
設
は
、
専
ら
当
該
介
護
医
療
院
の
用
に
供
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、

入
所
者
の
処
遇
に
支
障
が
な
い
場
合
に
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

第
三
条　

条
例
第
四
条
に
規
定
す
る
施
設
の
基
準
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

　

一　

ユ
ニ
ッ
ト

　
　

イ　

共
同
生
活
室　

　
　
　

⑴ 　

共
同
生
活
室
は
、
い
ず
れ
か
の
ユ
ニ
ッ
ト
に
属
す
る
も
の
と
し
、
当
該
ユ
ニ
ッ
ト
の
入
居
者
が
交
流
し
、

共
同
で
日
常
生
活
を
営
む
た
め
の
場
所
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
形
状
を
有
す
る
こ
と
。

　
　
　

⑵ 　

一
の
共
同
生
活
室
の
床
面
積
は
、
二
平
方
メ
ー
ト
ル
に
当
該
共
同
生
活
室
が
属
す
る
ユ
ニ
ッ
ト
の
入
居
定

員
を
乗
じ
て
得
た
面
積
以
上
を
標
準
と
す
る
こ
と
。

　
　
　

⑶　

必
要
な
設
備
及
び
備
品
を
備
え
る
こ
と
。

　
　

ロ　

洗
面
設
備　

　
　
　

⑴　

療
養
室
ご
と
又
は
共
同
生
活
室
ご
と
に
適
当
数
設
け
る
こ
と
。

　
　
　

⑵　

身
体
の
不
自
由
な
者
が
使
用
す
る
の
に
適
し
た
も
の
と
す
る
こ
と
。

　
　

ハ　

便
所　

療
養
室
ご
と
又
は
共
同
生
活
室
ご
と
に
適
当
数
設
け
る
こ
と
。

　

二　

浴
室

　
　

イ　

身
体
の
不
自
由
な
者
が
入
浴
す
る
の
に
適
し
た
も
の
と
す
る
こ
と
。

　
　

ロ　

一
般
浴
槽
の
ほ
か
、
入
浴
に
介
助
を
必
要
と
す
る
者
の
入
浴
に
適
し
た
特
別
浴
槽
を
設
け
る
こ
と
。

２ 　

浴
室
は
、
専
ら
当
該
ユ
ニ
ッ
ト
型
介
護
医
療
院
の
用
に
供
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
入
居
者

に
対
す
る
介
護
医
療
院
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
支
障
が
な
い
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

　
　
　

附　

則

　

こ
の
規
則
は
、
平
成
三
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　
　
　

 

　
　
　
　

　

介
護
老
人
保
健
施
設
の
人
員
、
施
設
及
び
設
備
並
び
に
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改

正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

平
成
三
十
年
三
月
二
十
三
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

〇
宮
城
県
規
則
第
二
十
九
号

　
　
　

 

介
護
老
人
保
健
施
設
の
人
員
、
施
設
及
び
設
備
並
び
に
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部

を
改
正
す
る
規
則

　

介
護
老
人
保
健
施
設
の
人
員
、
施
設
及
び
設
備
並
び
に
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
施
行
規
則
（
平
成
二
十

五
年
宮
城
県
規
則
第
二
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

第
二
条
第
五
項
中
第
三
号
を
第
四
号
と
し
、
第
二
号
を
第
三
号
と
し
、
第
一
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

　

二　

介
護
医
療
院　

医
師
、
栄
養
士
又
は
介
護
支
援
専
門
員

　

第
十
三
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

　

（
身
体
的
拘
束
等
の
適
正
化
を
図
る
た
め
の
措
置
）

第
十
三
条
の
二　

条
例
第
九
条
第
三
項
の
規
則
で
定
め
る
措
置
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

　

一 　

身
体
的
拘
束
等
の
適
正
化
の
た
め
の
対
策
を
検
討
す
る
委
員
会
を
三
月
に
一
回
以
上
開
催
す
る
と
と
も
に
、
そ

の
結
果
に
つ
い
て
、
介
護
職
員
そ
の
他
の
従
業
者
に
周
知
徹
底
を
図
る
こ
と
。

　

二　

身
体
的
拘
束
等
の
適
正
化
の
た
め
の
指
針
を
整
備
す
る
こ
と
。

　

三　

介
護
職
員
そ
の
他
の
従
業
者
に
対
し
、身
体
的
拘
束
等
の
適
正
化
の
た
め
の
研
修
を
定
期
的
に
実
施
す
る
こ
と
。

　

第
五
十
一
条
中
「
第
十
二
条
」
の
下
に
「
、
第
十
三
条
の
二
」
を
、「
運
営
規
程
」
と
、」
の
下
に
「
第
十
三
条
の
二

中
「
条
例
」
と
あ
る
の
は
「
条
例
第
二
十
二
条
に
お
い
て
準
用
す
る
条
例
」
と
、」
を
加
え
る
。

　

附
則
第
七
項
か
ら
第
十
項
ま
で
の
規
定
中
「
平
成
三
十
年
三
月
三
十
一
日
」
を
「
平
成
三
十
六
年
三
月
三
十
一
日
」

に
改
め
る
。

　
　
　

附　

則

　

こ
の
規
則
は
、
平
成
三
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　
　
　

 

　
　
　
　

　

指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
等
を
定
め
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す

る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

平
成
三
十
年
三
月
二
十
三
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

〇
宮
城
県
規
則
第
三
十
号
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指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
等
を
定
め
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改

正
す
る
規
則

　

指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
等
を
定
め
る
条
例
施
行
規
則
（
平
成
二
十
五
年

宮
城
県
規
則
第
三
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

第
五
条
中
「
介
護
老
人
保
健
施
設
」
の
下
に
「
若
し
く
は
介
護
医
療
院
」
を
加
え
る
。

　

第
十
二
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

　

（
身
体
的
拘
束
等
の
適
正
化
を
図
る
た
め
の
措
置
）

第
十
二
条
の
二　

条
例
第
九
条
第
三
項
の
規
則
で
定
め
る
措
置
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

　

一 　

身
体
的
拘
束
等
の
適
正
化
の
た
め
の
対
策
を
検
討
す
る
委
員
会
を
三
月
に
一
回
以
上
開
催
す
る
と
と
も
に
、
そ

の
結
果
に
つ
い
て
、
介
護
職
員
そ
の
他
の
従
業
者
に
周
知
徹
底
を
図
る
こ
と
。

　

二　

身
体
的
拘
束
等
の
適
正
化
の
た
め
の
指
針
を
整
備
す
る
こ
と
。

　

三　

介
護
職
員
そ
の
他
の
従
業
者
に
対
し
、身
体
的
拘
束
等
の
適
正
化
の
た
め
の
研
修
を
定
期
的
に
実
施
す
る
こ
と
。

　

第
二
十
一
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

　

（
緊
急
時
等
の
対
応
）

第 

二
十
一
条
の
二　

指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
は
、
現
に
指
定
介
護
福
祉
施
設
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
行
っ
て
い
る
と
き

に
入
所
者
の
病
状
の
急
変
が
生
じ
た
場
合
そ
の
他
必
要
な
場
合
の
た
め
、
あ
ら
か
じ
め
、
第
二
条
第
一
項
第
一
号
に

掲
げ
る
医
師
と
の
連
携
方
法
そ
の
他
の
緊
急
時
等
に
お
け
る
対
応
方
法
を
定
め
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

第
二
十
五
条
中
第
七
号
を
第
八
号
と
し
、
第
六
号
を
第
七
号
と
し
、
第
五
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

　

六　

緊
急
時
等
に
お
け
る
対
応
方
法

　

第
四
十
七
条
中
第
八
号
を
第
九
号
と
し
、
第
七
号
を
第
八
号
と
し
、
第
六
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

　

七　

緊
急
時
等
に
お
け
る
対
応
方
法

　

第
五
十
条
中
「
第
十
一
条
」
の
下
に
「
、
第
十
二
条
の
二
」
を
、「
関
す
る
規
程
」
と
」
の
下
に
「
、
第
十
二
条
の

二
中
「
条
例
」
と
あ
る
の
は
「
条
例
第
二
十
一
条
に
お
い
て
準
用
す
る
条
例
」
と
、
第
二
十
一
条
の
二
中
「
第
二
条
第

一
項
第
一
号
」
と
あ
る
の
は
「
第
五
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
二
条
第
一
項
第
一
号
」
と
」
を
加
え
る
。

　

附
則
第
八
項
か
ら
第
十
項
ま
で
の
規
定
中
「
平
成
三
十
年
三
月
三
十
一
日
」
を
「
平
成
三
十
六
年
三
月
三
十
一
日
」

に
改
め
る
。

　
　
　

附　

則

　

こ
の
規
則
は
、
平
成
三
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　
　
　

 

　
　
　
　

　

指
定
介
護
療
養
型
医
療
施
設
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す

る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

平
成
三
十
年
三
月
二
十
三
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

〇
宮
城
県
規
則
第
三
十
一
号

　
　
　

 

指
定
介
護
療
養
型
医
療
施
設
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改

正
す
る
規
則

　

指
定
介
護
療
養
型
医
療
施
設
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
施
行
規
則
（
平
成
二
十
五
年

宮
城
県
規
則
第
三
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

第
十
二
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

　

（
身
体
的
拘
束
等
の
適
正
化
を
図
る
た
め
の
措
置
）

第
十
二
条
の
二　

条
例
第
八
条
第
三
項
の
規
則
で
定
め
る
措
置
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

　

一 　

身
体
的
拘
束
等
の
適
正
化
の
た
め
の
対
策
を
検
討
す
る
委
員
会
を
三
月
に
一
回
以
上
開
催
す
る
と
と
も
に
、
そ

の
結
果
に
つ
い
て
、
介
護
職
員
そ
の
他
の
従
業
者
に
周
知
徹
底
を
図
る
こ
と
。

　

二　

身
体
的
拘
束
等
の
適
正
化
の
た
め
の
指
針
を
整
備
す
る
こ
と
。

　

三　

介
護
職
員
そ
の
他
の
従
業
者
に
対
し
、身
体
的
拘
束
等
の
適
正
化
の
た
め
の
研
修
を
定
期
的
に
実
施
す
る
こ
と
。

　

附
則
第
十
項
か
ら
第
十
三
項
ま
で
の
規
定
中
「
平
成
三
十
年
三
月
三
十
一
日
」
を
「
平
成
三
十
六
年
三
月
三
十
一
日
」

に
改
め
る
。

　
　
　

附　

則

　

こ
の
規
則
は
、
平
成
三
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　
　
　

 

　
　
　
　

　

指
定
居
宅
介
護
支
援
等
の
事
業
の
人
員
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
等
を
定
め
る
条
例
施
行
規
則
を
廃
止
す
る
規
則
を

こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

平
成
三
十
年
三
月
二
十
三
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

〇
宮
城
県
規
則
第
三
十
二
号

　
　
　

 

指
定
居
宅
介
護
支
援
等
の
事
業
の
人
員
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
等
を
定
め
る
条
例
施
行
規
則
を
廃
止
す
る
規

則

　

指
定
居
宅
介
護
支
援
等
の
事
業
の
人
員
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
等
を
定
め
る
条
例
施
行
規
則
（
平
成
二
十
七
年
宮

城
県
規
則
第
十
五
号
）
は
、
廃
止
す
る
。

　
　
　

附　

則

　

こ
の
規
則
は
、
平
成
三
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
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人
事
委
員
会

　

人
事
委
員
会
規
則
七
―
二
（
特
殊
勤
務
手
当
）
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

平
成
三
十
年
三
月
二
十
三
日

 

宮
城
県
人
事
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

委
員
長　
　

小　
　

川　
　

竹　
　

男　
　
　

〇
人
事
委
員
会
規
則
七
―
二
―
六
十
二

　
　
　

人
事
委
員
会
規
則
七
―
二
（
特
殊
勤
務
手
当
）
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

人
事
委
員
会
は
、
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に
関
す
る
条
例
（
平
成
十
二
年
宮
城
県
条
例
第
百
二
十
八
号
）
に
基
づ
き
、

人
事
委
員
会
規
則
七
―
二
（
特
殊
勤
務
手
当
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

第
二
十
一
条
第
一
項
中
「
小
学
校
又
は
中
学
校
」
を
「
小
学
校
、
中
学
校
又
は
義
務
教
育
学
校
」
に
改
め
る
。

　

第
二
十
四
条
中
第
三
号
を
第
四
号
と
し
、
第
四
号
を
第
五
号
と
し
、
第
二
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

　

三 　

義
務
教
育
学
校　

教
務
主
任
、
学
年
主
任
、
後
期
課
程
に
お
か
れ
る
生
徒
指
導
主
事
、
研
究
主
任
又
は
防
災
主

任

　
　
　

附　

則

　

こ
の
規
則
は
、
平
成
三
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　
　
　

 

　
　
　
　

　

人
事
委
員
会
規
則
七
―
十
六
（
給
料
の
調
整
額
）
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

平
成
三
十
年
三
月
二
十
三
日

 

宮
城
県
人
事
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

委
員
長　
　

小　
　

川　
　

竹　
　

男　
　
　

〇
人
事
委
員
会
規
則
七
―
十
六
―
四
十
八

　
　
　

人
事
委
員
会
規
則
七
―
十
六
（
給
料
の
調
整
額
）
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

人
事
委
員
会
は
、
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
三
十
二
年
宮
城
県
条
例
第
二
十
九
号
）
に
基
づ
き
、
人
事
委

員
会
規
則
七
―
十
六
（
給
料
の
調
整
額
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

別
表
第
一
県
立
の
中
学
校
並
び
に
市
町
村
立
の
小
学
校
及
び
中
学
校
の
項
中
「
及
び
中
学
校
」
を
「
、
中
学
校
及
び

義
務
教
育
学
校
」
に
改
め
る
。

　
　
　

附　

則

　

こ
の
規
則
は
、
平
成
三
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　
　
　

 

　
　
　
　

　

人
事
委
員
会
規
則
七
―
十
八
（
管
理
職
手
当
）
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

平
成
三
十
年
三
月
二
十
三
日

 

宮
城
県
人
事
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

委
員
長　
　

小　
　

川　
　

竹　
　

男　
　
　

〇
人
事
委
員
会
規
則
七
―
十
八
―
六
十
三

　
　
　

人
事
委
員
会
規
則
七
―
十
八
（
管
理
職
手
当
）
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

人
事
委
員
会
は
、
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
三
十
二
年
宮
城
県
条
例
第
二
十
九
号
）
に
基
づ
き
、
人
事
委

員
会
規
則
七
―
十
八
（
管
理
職
手
当
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
一
知
事
の
項
中

を
「

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
推
進

局
長
医
療
健
康
局
長
」

に
、

「

医
療
健
康
局
長

」

「

消

防

学

校

校

長

三
種

を

副

校

長

四
種

」

「

消

防

学

校

校

長

三
種

に
、

副

校

長

四
種

防
災
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
管
理

事
務
所

所

長

四
種

」

「

水
産
技
術
総
合
セ
ン
タ
ー

（
気
仙
沼
水
産
試
験
場
及

び
内
水
面
水
産
試
験
場
を

除
く
。）

所

長

副

所

長

を

部

長
」

「

水
産
技
術
総
合
セ
ン
タ
ー

（
気
仙
沼
水
産
試
験
場
及

び
内
水
面
水
産
試
験
場
を

除
く
。）

所

長

に
改
め
、

副

所

長

技

術

副

所

長
」
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同
表
教
育
委
員
会
の
項
中
「
地
域
事
務
所
長
」
を
削
り
、「
管
理
調
整
部
長
」
を
「
企
画
管
理
部
長
」
に
、「
部
長
（
管

理
調
整
部
長
を
除
く
。）」
を
「
教
育
推
進
部
長
」
に
、

「

市
町
村
立
中
学
校
及
び
市

町
村
立
小
学
校

校

長

を

教

頭
」

「

市
町
村
立
中
学
校
、
市
町

村
立
小
学
校
及
び
市
町
村

立
義
務
教
育
学
校

校

長 
副

校

長

に
改
め
る
。

教

頭
」

　

別
表
第
二
ニ
の
表
４
級
の
項
中

「
　

52,100円
。
た
だ
し
，
県
立
中
学
校
，
市
町
村
立
中
学
校
及
び
市
町

村
立
小
学
校

（以
下

「県
立
中
学
校
等

」と
い
う
。

）の
校
長
の
職
で

人
事
委
員
会
が
定
め
る
職
員
に
あ
つ
て
は
69,500円

又
は
60,800円

。

」
を

「
　

52,100円

（市
町
村
立
義
務
教
育
学
校
の
校
長
の
職
に
あ
つ
て
は

60,800円

）。た
だ
し
，
県
立
中
学
校
，
市
町
村
立
中
学
校
及
び
市
町

村
立
小
学
校

（以
下

「県
立
中
学
校
等

」と
い
う
。

）の
校
長
の
職
で

人
事
委
員
会
が
定
め
る
職
員
に
あ
つ
て
は
69,500円

又
は
60,800円

，
市
町
村
立
義
務
教
育
学
校
の
校
長
の
職
で
人
事
委
員
会
が
定
め
る
職
員

に
あ
つ
て
は
69,500円

。

」
に
改
め
る
。

　

別
表
第
三
ニ
の
表
４
級
の
項
中
「

　

49,800円
。
た
だ
し
，
県
立
中
学
校
等
の
校
長
の
職
で
人
事
委
員
会

が
定
め
る
職
員
に
あ
つ
て
は
66,300円

又
は
58,000円

。
」
を

「
　

49,800円

（市
町
村
立
義
務
教
育
学
校
の
校
長
の
職
に
あ
つ
て
は

58,000円

）。た
だ
し
，
県
立
中
学
校
等
の
校
長
の
職
で
人
事
委
員
会

が
定
め
る
職
員
に
あ
つ
て
は
66,300円

又
は
58,000円

，
市
町
村
立
義

務
教
育
学
校
の
校
長
の
職
で
人
事
委
員
会
が
定
め
る
職
員
に
あ
つ
て
は

66,300円
。

」
に
改
め
る
。

　
　
　

附　

則

　

こ
の
規
則
は
、
平
成
三
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　
　
　

 

　
　
　
　

　

人
事
委
員
会
規
則
七
―
三
十
一
（
給
料
表
の
適
用
範
囲
）
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

平
成
三
十
年
三
月
二
十
三
日

 

宮
城
県
人
事
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

委
員
長　
　

小　
　

川　
　

竹　
　

男　
　
　

〇
人
事
委
員
会
規
則
七
―
三
十
一
―
二
十
三

　
　
　

人
事
委
員
会
規
則
七
―
三
十
一
（
給
料
表
の
適
用
範
囲
）
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

人
事
委
員
会
は
、
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
三
十
二
年
宮
城
県
条
例
第
二
十
九
号
）
に
基
づ
き
、
人
事
委

員
会
規
則
七
―
三
十
一
（
給
料
表
の
適
用
範
囲
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

第
三
条
中
「
中
学
校
若
し
く
は
小
学
校
」
を
「
中
学
校
、
小
学
校
若
し
く
は
義
務
教
育
学
校
」
に
改
め
る
。

　
　
　

附　

則

　

こ
の
規
則
は
、
平
成
三
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　
　
　

 

　
　
　
　

　

人
事
委
員
会
規
則
七
―
三
十
三
（
初
任
給
、
昇
格
、
昇
給
等
の
基
準
）
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す

る
。

　
　

平
成
三
十
年
三
月
二
十
三
日

 

宮
城
県
人
事
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

委
員
長　
　

小　
　

川　
　

竹　
　

男　
　
　

〇
人
事
委
員
会
規
則
七
―
三
十
三
―
六
十
三

　
　
　

人
事
委
員
会
規
則
七
―
三
十
三
（
初
任
給
、
昇
格
、
昇
給
等
の
基
準
）
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

第 

一
条　

人
事
委
員
会
は
、
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
三
十
二
年
宮
城
県
条
例
第
二
十
九
号
）
に
基
づ
き
、

人
事
委
員
会
規
則
七
―
三
十
三
（
初
任
給
、
昇
格
、
昇
給
等
の
基
準
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

別
表
第
一
公
安
職
給
料
表
の
項
中

「
４

 

　
警
察
本
部
の
秘
書
官
，
留
置
管
理
指
導
官
，
職
務
倫
理
教
養
官
，

術
科
指
導
官
，
地
域
指
導
官
，
通
信
指
令
官
，
検
視
官
，
交
通
事
故

鑑
識
官
又
は
総
合
情
報
分
析
官
の
職
務

５

 

　
警
察
組
織
規
則
第
三
条
第
四
項
に
掲
げ
る
組
織
の
隊
長
，
室
長
又

は
所
長
の
職
務

６

 

　
宮
城
県
警
察
交
通
機
動
隊
又
は
宮
城
県
警
察
高
速
道
路
交
通
警
察

隊
の
分
駐
隊
長
の
職
務

７　
警
察
学
校
の
科
長
の
職
務

８

 

　
警
察
組
織
規
則
第
三
条
第
四
項
に
掲
げ
る
組
織
の
副
隊
長
，
副
室

を
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長
又
は
副
所
長
の
職
務

９　
宮
城
県
警
察
交
通
反
則
通
告
セ
ン
タ
ー
の
通
告
補
佐
官
の
職
務

10 
　

特
に
高
度
の
知
識
又
は
経
験
を
必
要
と
す
る
交
番
そ
の
他
の
派
出

所
又
は
駐
在
所
の
所
長
の
職
務

11 
　

特
に
高
度
の
知
識
又
は
経
験
を
必
要
と
す
る
交
番
そ
の
他
の
派
出

所
又
は
駐
在
所
の
副
所
長
の
職
務

」

「

４

 

　
警
察
本
部
の
秘
書
官
，
留
置
管
理
指
導
官
，
職
務
倫
理
教
養
官
，

術
科
指
導
官
，
通
信
指
令
官
，
検
視
官
，
交
通
事
故
分
析
官
，
交
通

事
故
鑑
識
官
又
は
総
合
情
報
分
析
官
の
職
務

５

 

　
警
察
組
織
規
則
第
三
条
第
四
項
に
掲
げ
る
組
織
の
隊
長
，
室
長
又

　
は
所
長
の
職
務

６

 

　
宮
城
県
警
察
交
通
機
動
隊
又
は
宮
城
県
警
察
高
速
道
路
交
通
警
察

隊
の
分
駐
隊
長
の
職
務

７　
警
察
学
校
の
科
長
の
職
務

８　
警
察
署
の
課
長
代
理
の
職
務

９

 

　
警
察
組
織
規
則
第
三
条
第
四
項
に
掲
げ
る
組
織
の
副
隊
長
，
副
室

長
又
は
副
所
長
の
職
務

10
　

宮
城
県
警
察
交
通
反
則
通
告
セ
ン
タ
ー
の
通
告
補
佐
官
の
職
務

11 
　

特
に
高
度
の
知
識
又
は
経
験
を
必
要
と
す
る
交
番
そ
の
他
の
派
出

所
又
は
駐
在
所
の
所
長
の
職
務

12 
　

特
に
高
度
の
知
識
又
は
経
験
を
必
要
と
す
る
交
番
そ
の
他
の
派
出

所
又
は
駐
在
所
の
副
所
長
の
職
務

」
に
、

「

３

 

　
警
察
本
部
の
上
席
監
察
官
，
監
察
官
，
人
事
調
査
官
，
人
身
安
全

対
策
官
，
少
年
事
件
指
導
官
，
経
済
調
査
官
，
サ
イ
バ
ー
犯
罪
捜
査

指
導
官
，
警
ら
指
導
官
，
刑
事
指
導
官
，
総
括
検
視
官
，
広
域
捜
査

官
，
性
犯
罪
捜
査
指
導
官
，
告
訴
事
件
指
導
官
，
特
別
捜
査
指
導
官
，

組
織
窃
盗
対
策
官
，国
際
犯
罪
捜
査
指
導
官
，暴
力
団
対
策
指
導
官
，

銃
器
薬
物
捜
査
指
導
官
，
交
通
事
故
事
件
捜
査
指
導
官
，
被
害
者
連

絡
調
整
官
，
交
通
聴
聞
官
，
警
備
指
導
官
又
は
警
衛
警
護
対
策
官
の

職
務

」
を

「

３

 

　
警
察
本
部
の
上
席
監
察
官
，
監
察
官
，
人
事
調
査
官
，
採
用
調
査

官
，
人
身
安
全
対
策
官
，
少
年
事
件
指
導
官
，
経
済
調
査
官
，
サ
イ

バ
ー
犯
罪
捜
査
指
導
官
，
雑
踏
警
備
対
策
官
，
警
ら
指
導
官
，
刑
事

指
導
官
，
総
括
検
視
官
，
広
域
捜
査
官
，
性
犯
罪
捜
査
指
導
官
，
告

　

 訴
事
件
指
導
官
，
特
別
捜
査
指
導
官
，
組
織
窃
盗
対
策
官
，
国
際
犯

罪
捜
査
指
導
官
，
暴
力
団
対
策
指
導
官
，
銃
器
薬
物
捜
査
指
導
官
，

交
通
事
故
事
件
捜
査
指
導
官
，被
害
者
連
絡
調
整
官
，交
通
聴
聞
官
，

警
備
指
導
官
又
は
警
衛
警
護
対
策
官
の
職
務

」
に
改
め
、
同
表
研
究
職
給
料
表
の

項
中

「

１　
高
度
の
知
識
経
験
を
必
要
と
す
る
研
究
を
行
う
研
究
員
の
職
務

２　
警
察
本
部
の
技
術
副
参
事
の
職
務

３　
警
察
本
部
の
科
長
の
職
務

４　
宮
城
県
警
察
科
学
捜
査
研
究
所
の
副
所
長
の
職
務

」
を

「

１　
地
方
機
関
の
次
長
の
職
務

２　
高
度
の
知
識
経
験
を
必
要
と
す
る
研
究
を
行
う
研
究
員
の
職
務

３　
警
察
本
部
の
技
術
副
参
事
の
職
務

４　
警
察
本
部
の
科
長
の
職
務

５　
宮
城
県
警
察
科
学
捜
査
研
究
所
の
副
所
長
の
職
務

」
に
改
め
、
同
表
医
療
職
給
料
表
㈡

の
項
中
「

特
に
困
難
な
業
務
を
行
う
技
術
主
査
の
職
務

」
を

「

１　
地
方
機
関
の
次
長
の
職
務

２　
特
に
困
難
な
業
務
を
行
う
技
術
主
査
の
職
務

」
に
改
め
る
。

第 

二
条　

人
事
委
員
会
は
、
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
に
基
づ
き
、
人
事
委
員
会
規
則
七
―
三
十
三
（
初
任
給
、
昇

格
、
昇
給
等
の
基
準
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

別
表
第
一
行
政
職
給
料
表
の
項
中

「

11 
　

警
察
本
部
の
術
科
指
導
官
，
少
年
育
成
官
又
は
交
通
事
故
分
析
官

の
職
務

12
　

警
察
学
校
の
科
長
の
職
務

13
　

警
察
署
の
課
長
代
理
の
職
務

14 
　

高
等
学
校
，
特
別
支
援
学
校
，
中
学
校
又
は
小
学
校
の
総
括
主
幹

の
職
務

」
を

「

11 

　
警
察
本
部
の
心
理
専
門
官
，
術
科
指
導
官
，
少
年
育
成
官
又
は
交
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通
事
故
分
析
官
の
職
務

12
　

警
察
学
校
の
科
長
の
職
務

13
　

警
察
署
の
課
長
代
理
の
職
務

14 
　

高
等
学
校
，
特
別
支
援
学
校
，
中
学
校
，
小
学
校
又
は
義
務
教
育

学
校
の
総
括
主
幹
の
職
務

」
に
、

「

７

 

　
警
察
本
部
の
監
察
官
，
会
計
調
査
官
，
施
設
調
査
官
，
相
談
調
査

官
，
情
報
管
理
調
査
官
，
企
画
調
査
官
，
給
与
調
査
官
，
教
養
調
査

官
又
は
少
年
相
談
指
導
官
の
職
務

」
を

「

７

 

　
警
察
本
部
の
監
察
官
，
会
計
調
査
官
，
施
設
調
査
官
，
相
談
調
査

官
，
情
報
管
理
調
査
官
，
給
与
調
査
官
，
教
養
調
査
官
又
は
少
年
相

談
指
導
官
の
職
務

」
に
改
め
、
同
表
教
育
職
給
料
表
㈠

の
項
中

「

１

 

　
高
等
学
校
又
は
特
別
支
援
学
校
の
講
師

（任
用
の
期
限
を
付
さ
な

い
講
師
に
限
る
。

）の
職
務

２

 

　
地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運
営
に
関
す
る
法
律

（昭
和
三
十
一

年
法
律
第
百
六
十
二
号

）（以
下
こ
の
表
に
お
い
て

「地
方
教
育
行

政
法

」と
い
う
。

）第
十
八
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
教
員
を
も
つ

て
充
て
ら
れ
た
指
導
主
事
の
う
ち
地
方
機
関
の
主
幹
の
職
務

３

 

　
地
方
教
育
行
政
法
第
十
八
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
教
員
を
も
つ

て
充
て
ら
れ
た
指
導
主
事
の
う
ち
地
方
機
関
の
主
任
主
査
の
職
務

４

 

　
地
方
教
育
行
政
法
第
十
八
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
教
員
を
も
つ

て
充
て
ら
れ
た
指
導
主
事
の
う
ち
地
方
機
関
の
主
査
の
職
務

」
を

「

１

 

　
高
等
学
校
又
は
特
別
支
援
学
校
の
講
師

（任
用
の
期
限
を
付
さ
な

い
講
師
に
限
る
。

）の
職
務

２

 

　
地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運
営
に
関
す
る
法
律

（昭
和
三
十
一

年
法
律
第
百
六
十
二
号

）（以
下
こ
の
表
に
お
い
て

「地
方
教
育
行

政
法

」と
い
う
。

）第
十
八
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
教
員
を
も
つ

て
充
て
ら
れ
た
指
導
主
事
の
う
ち
地
方
機
関
の
主
幹
の
職
務

３

 

　
地
方
教
育
行
政
法
第
十
八
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
教
員
を
も
つ

て
充
て
ら
れ
た
指
導
主
事
の
う
ち
地
方
機
関
の
主
任
主
査
の
職
務

４

 

　
地
方
教
育
行
政
法
第
十
八
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
教
員
を
も
つ

て
充
て
ら
れ
た
指
導
主
事
の
う
ち
地
方
機
関
の
主
査
の
職
務

に
改
め
、
同
表
教
育
職
給
料
表
㈡

５

 

　
地
方
教
育
行
政
法
第
十
八
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
教
員
を
も
つ

て
充
て
ら
れ
た
指
導
主
事
の
う
ち
地
方
機
関
の
主
事
の
職
務

」

の
項
中

「

１

 

　
中
学
校
又
は
小
学
校
の
講
師

（任
用
の
期
限
を
付
さ
な
い
講
師
に

限
る
。

）の
職
務

２

 

　
地
方
教
育
行
政
法
第
十
八
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
教
員
を
も
つ

て
充
て
ら
れ
た
指
導
主
事
の
う
ち
地
方
機
関
の
主
幹
の
職
務

３

 

　
地
方
教
育
行
政
法
第
十
八
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
教
員
を
も
つ

て
充
て
ら
れ
た
指
導
主
事
の
う
ち
地
方
機
関
の
主
任
主
査
の
職
務

４

 

　
地
方
教
育
行
政
法
第
十
八
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
教
員
を
も
つ

て
充
て
ら
れ
た
指
導
主
事
の
う
ち
地
方
機
関
の
主
査
の
職
務

」
を

「

１

 

　
中
学
校
，
小
学
校
又
は
義
務
教
育
学
校
の
講
師

（任
用
の
期
限
を

付
さ
な
い
講
師
に
限
る
。

）の
職
務

２

 

　
地
方
教
育
行
政
法
第
十
八
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
教
員
を
も
つ

て
充
て
ら
れ
た
指
導
主
事
の
う
ち
地
方
機
関
の
主
幹
の
職
務

３

 

　
地
方
教
育
行
政
法
第
十
八
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
教
員
を
も
つ

て
充
て
ら
れ
た
指
導
主
事
の
う
ち
地
方
機
関
の
主
任
主
査
の
職
務

４

 

　
地
方
教
育
行
政
法
第
十
八
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
教
員
を
も
つ

て
充
て
ら
れ
た
指
導
主
事
の
う
ち
地
方
機
関
の
主
査
の
職
務

５

 

　
地
方
教
育
行
政
法
第
十
八
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
教
員
を
も
つ

て
充
て
ら
れ
た
指
導
主
事
の
う
ち
地
方
機
関
の
主
事
の
職
務

」
に
改
め
、
同
表
研
究
職
給
料
表
の

項
中

「

１　
地
方
機
関
の
次
長
の
職
務

２　
高
度
の
知
識
経
験
を
必
要
と
す
る
研
究
を
行
う
研
究
員
の
職
務

３　
警
察
本
部
の
技
術
副
参
事
の
職
務

４　
警
察
本
部
の
科
長
の
職
務

５　
宮
城
県
警
察
科
学
捜
査
研
究
所
の
副
所
長
の
職
務

を

１

 

　
困
難
な
研
究
を
行
う
試
験
研
究
機
関
の
副
所
長
又
は
副
場
長
の
職

務
２

 

　
特
に
高
度
の
知
識
経
験
に
基
づ
き
相
当
の
範
囲
に
わ
た
る
研
究
の

調
整
，
指
導
等
を
行
う
警
察
本
部
の
技
術
副
参
事
の
職
務

」

「

１　
技
術
副
参
事
の
職
務
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地
方
機
関
の
次
長
の
職
務

３　
高
度
の
知
識
経
験
を
必
要
と
す
る
研
究
を
行
う
研
究
員
の
職
務

４　
警
察
本
部
の
科
長
の
職
務

５　
宮
城
県
警
察
科
学
捜
査
研
究
所
の
副
所
長
の
職
務

に
改
め
る
。

１

 

　
困
難
な
研
究
を
行
う
試
験
研
究
機
関
の
副
所
長
，
副
場
長
又
は
技

術
副
所
長
の
職
務

２

 

　
特
に
高
度
の
知
識
経
験
に
基
づ
き
相
当
の
範
囲
に
わ
た
る
研
究
の

調
整
，
指
導
等
を
行
う
技
術
副
参
事
の
職
務

」

　
　
　

附　

則

　

こ
の
規
則
中
第
一
条
の
規
定
は
公
布
の
日
か
ら
、
第
二
条
の
規
定
は
平
成
三
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　
　
　

 

　
　
　
　

　

人
事
委
員
会
規
則
七
―
三
十
九
（
へ
き
地
手
当
等
）
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

平
成
三
十
年
三
月
二
十
三
日

 
宮
城
県
人
事
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 
委
員
長　
　

小　
　

川　
　

竹　
　

男　
　
　

〇
人
事
委
員
会
規
則
七
―
三
十
九
―
四
十
一

　
　
　

人
事
委
員
会
規
則
七
―
三
十
九
（
へ
き
地
手
当
等
）
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

人
事
委
員
会
は
、
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
三
十
二
年
宮
城
県
条
例
第
二
十
九
号
）
に
基
づ
き
、
人
事
委

員
会
規
則
七
―
三
十
九
（
へ
き
地
手
当
等
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

附
則
第
七
項
を
削
る
。

　

附
則
別
表
を
削
る
。

　

別
表
一
級
の
項
中

「

石
巻
市
立
東
浜
小
学
校

石
巻
市
立
大
川
小
学
校

石
巻
市
立
北
上
小
学
校

石
巻
市
牧
浜
字
竹
浜
道
二
二
番
地
二

石
巻
市
釜
谷
字
山
根
一
番
地

石
巻
市
北
上
町
長
尾
字
松
崎
一
番
地

」
を

「

石
巻
市
立
東
浜
小
学
校

石
巻
市
立
北
上
小
学
校

石
巻
市
牧
浜
字
竹
浜
道
二
二
番
地
二

石
巻
市
北
上
町
長
尾
字
松
崎
一
番
地

」
に
改
め
、

同
表
準
へ
き
地
学
校
の
項
中

「

丸
森
町
立
大
内
小
学
校

伊
具
郡
丸
森
町
大
内
字
横
手
一
八
番
地

大
崎
市
立
真
山
小
学
校

大
崎
市
立
大
貫
小
学
校

加
美
町
立
西
小
野
田
小
学
校

石
巻
市
立
荻
浜
小
学
校

登
米
市
立
米
川
小
学
校

大
崎
市
岩
出
山
字
上
真
山
日
向
要
害
二
番
地

大
崎
市
田
尻
大
貫
字
境
三
七
番
地
一

加
美
郡
加
美
町
字
上
野
目
高
畑
五
番
地

石
巻
市
桃
浦
字
米
久
保
五
番
地

登
米
市
東
和
町
米
川
字
東
綱
木
三
一
番
地

」
を

「

丸
森
町
立
大
内
小
学
校

大
崎
市
立
大
貫
小
学
校

加
美
町
立
西
小
野
田
小
学
校

登
米
市
立
米
川
小
学
校

伊
具
郡
丸
森
町
大
内
字
横
手
一
八
番
地

大
崎
市
田
尻
大
貫
字
境
三
七
番
地
一

加
美
郡
加
美
町
字
上
野
目
高
畑
五
番
地

登
米
市
東
和
町
米
川
字
東
綱
木
三
一
番
地

」
に
改
め

る
。

　
　
　

附　

則

　

こ
の
規
則
は
、
平
成
三
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　
　
　

 

　
　
　
　

　

人
事
委
員
会
規
則
七
―
四
十
五
（
災
害
派
遣
手
当
）
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

平
成
三
十
年
三
月
二
十
三
日

 

宮
城
県
人
事
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

委
員
長　
　

小　
　

川　
　

竹　
　

男　
　
　

〇
人
事
委
員
会
規
則
七
―
四
十
五
―
二

　
　
　

人
事
委
員
会
規
則
七
―
四
十
五
（
災
害
派
遣
手
当
）
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

人
事
委
員
会
は
、
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
三
十
二
年
宮
城
県
条
例
第
二
十
九
号
）
に
基
づ
き
、
人
事
委

員
会
規
則
七
―
四
十
五
（
災
害
派
遣
手
当
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

第
一
条
の
表
備
考
２
中
「
ホ
テ
ル
営
業
、
旅
館
営
業
」
を
「
旅
館
・
ホ
テ
ル
営
業
」
に
改
め
る
。

　
　
　

附　

則

　

こ
の
規
則
は
、
平
成
三
十
年
六
月
十
五
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　
　
　

 

　
　
　
　

　

人
事
委
員
会
規
則
七
―
六
十
二
（
特
地
勤
務
手
当
等
）
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

平
成
三
十
年
三
月
二
十
三
日

 

宮
城
県
人
事
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

委
員
長　
　

小　
　

川　
　

竹　
　

男　
　
　

〇
人
事
委
員
会
規
則
七
―
六
十
二
―
三
十
八

　
　
　

人
事
委
員
会
規
則
七
―
六
十
二
（
特
地
勤
務
手
当
等
）
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
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人
事
委
員
会
は
、
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
三
十
二
年
宮
城
県
条
例
第
二
十
九
号
）
に
基
づ
き
、
人
事
委

員
会
規
則
七
―
六
十
二
（
特
地
勤
務
手
当
等
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

第
四
条
第
二
項
の
表
備
考
中
「
第
五
項
第
一
号
」
を
「
第
四
項
第
一
号
」
に
改
め
る
。

　

第
五
条
第
四
項
第
一
号
、
第
二
号
及
び
第
三
号
中
「
前
条
第
一
項
か
ら
第
四
項
ま
で
」
を
「
前
条
第
一
項
か
ら
第
三

項
ま
で
」
に
改
め
、
同
条
第
五
項
中
「
前
条
第
五
項
各
号
」
を
「
前
条
第
四
項
各
号
」
に
改
め
る
。

　
　
　

附　

則

　

こ
の
規
則
は
、
平
成
三
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　
　
　

 

　
　
　
　

　

人
事
委
員
会
規
則
七
―
百
三
十
五
（
職
員
の
退
職
手
当
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
附
則
第
二
項
及
び

第
四
項
に
規
定
す
る
規
則
で
定
め
る
額
）
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

平
成
三
十
年
三
月
二
十
三
日

 

宮
城
県
人
事
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

委
員
長　
　

小　
　

川　
　

竹　
　

男　
　
　

〇
人
事
委
員
会
規
則
七
―
百
三
十
五
―
一

　
　
　

 

人
事
委
員
会
規
則
七
―
百
三
十
五
（
職
員
の
退
職
手
当
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
附
則
第
二
項

及
び
第
四
項
に
規
定
す
る
規
則
で
定
め
る
額
）
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

人
事
委
員
会
は
、
職
員
の
退
職
手
当
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
二
十
八
年
宮
城
県
条
例
第
七
十
号
）
に
基
づ
き
、
人
事

委
員
会
規
則
七
―
百
三
十
五
（
職
員
の
退
職
手
当
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
附
則
第
二
項
及
び
第
四
項

に
規
定
す
る
規
則
で
定
め
る
額
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

題
名
中
「
及
び
第
四
項
」
を
削
る
。

　

第
一
条
の
見
出
し
及
び
条
名
を
削
る
。

　

第
二
条
を
削
る
。

　
　
　

附　

則

　

こ
の
規
則
は
、
平
成
三
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　
　
　

 

　
　
　
　

　

人
事
委
員
会
規
則
七
―
百
三
十
九
（
給
料
の
切
替
え
に
伴
う
経
過
措
置
）
を
廃
止
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

平
成
三
十
年
三
月
二
十
三
日

 

宮
城
県
人
事
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

委
員
長　
　

小　
　

川　
　

竹　
　

男　
　
　

〇
人
事
委
員
会
規
則
七
―
百
三
十
九
―
一

　
　
　

人
事
委
員
会
規
則
七
―
百
三
十
九
（
給
料
の
切
替
え
に
伴
う
経
過
措
置
）
を
廃
止
す
る
規
則

　

人
事
委
員
会
規
則
七
―
百
三
十
九
（
給
料
の
切
替
え
に
伴
う
経
過
措
置
）
は
、
廃
止
す
る
。

　
　
　

附　

則

　

こ
の
規
則
は
、
平
成
三
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　
　
　

 

　
　
　
　

〇
人
事
委
員
会
告
示
第
一
号

　

平
成
二
十
七
年
人
事
委
員
会
告
示
第
五
号
（
人
事
委
員
会
の
権
限
（
給
料
の
切
替
え
に
伴
う
経
過
措
置
）
の
一
部
委

任
）
は
、
廃
止
し
た
。

　
　

平
成
三
十
年
三
月
二
十
三
日

 

宮
城
県
人
事
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

委
員
長　
　

小　
　

川　
　

竹　
　

男　
　
　

　

こ
の
告
示
の
効
力
の
発
生
す
る
日

　

平
成
三
十
年
四
月
一
日


